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殿
の
扉
を
開
き
、
内
部
に
納
め

ら
れ
て
い
る
歴
代
の
棟
札
を
拝

見
し
ま
し
た
。
薄
暗
い
社
殿
の

中
に
、
幅
約
20
㌢
、
長
さ
１
㍍

強
の
古
い
板
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
数
行
に
わ
た
り
墨
で
文
字
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
明
る
い
と
こ
ろ
に
１
枚
ず
つ

運
び
出
し
て
じ
っ
く
り
と
見
る

と
、
多
数
の
近
世
の
棟
札
に
交

じ
っ
て
、
な
ん
と
５
０
０
年
以

上
も
昔
の
室
町
時
代
、
文
明
３

（
１
４
７
１
）
年
に
、大
宮
司
・

宗
像
氏
郷
（
う
じ
さ
と
）
が
当

時
の
「
与
里
嶽
（
よ
り
た
け
）

宮
」
を
造
営
し
た
時
の
棟
札
を

発
見
。
早
速
、
九
州
歴
史
資
料

館
で
赤
外
線
撮
影
を
し
て
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
福
岡
県
で
現
存

す
る
最
も
古
い
棟
札
の
可
能
性

が
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
今

後
の
歴
史
の
解
明
に
、
夢
が
ふ

く
ら
ん
だ
調
査
で
し
た
。

（
市
史
編
さ
ん
事
務
局

・
牛
嶋
英
俊
）

学びの里

第63回

　
「
新
修
宗
像
市
史
」
の
編
さ
ん
は
、
時
代
と
分
野
に
よ
る
６
つ
の
部
会
で
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
中
世
部
会
は
部
会
員
５
人
で
、
主
に
鎌
倉
・
室
町
時
代
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
２
つ
の
時
代
の
史
料
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

郷
土
文
化
課　

☎
（
62
）
２
６
０
０

県
内
最
古
の
棟む

な

ふ

だ札
発
見
？

「
新
修
宗
像
市
史
」中
世
部
会
の
活
動
か
ら

　
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
史

料
は
、
前
回
の
市
史
史
料

編
と『
宗
像
大
社
文
書（
も

ん
じ
ょ
）』（
全
４
巻
）
に

ほ
ぼ
収
録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
部
会
で
は
こ
れ
ら
の

史
料
の
確
認
作
業
を
す
る

と
と
も
に
、
新
し
い
史
料

の
発
見
に
も
努
め
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
前
回
の

市
史
に
収
録
さ
れ
て
い
た

神
社
の
棟
札
を
再
調
査
し
ま
し

た
。

　
棟
札
と
は
、
建
物
の
棟
上
げ

の
と
き
に
書
か
れ
た
木
の
札

で
、
棟
上
げ
の
年
月
日
、
造
営

者
、
関
わ
っ
た
大
工
さ
ん
の
名

前
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
建
築
年
代
や

建
て
た
人
な
ど
、
建
物
の
素
性

が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

王
丸
の
八
幡
神
社

　
同
社
に
は
、
戦
国
時
代
の
天

正
９
（
１
５
８
１
）
年
の
古
い

棟
札
や
、
お
宮
の
祭
礼
行
事
で

王丸の八幡神社の宮座

　本年度の市民図書館と河東コミセン共催事業講演会
の第２回です。幕末の動乱の中、広い視野と信念を
持って行動し、坂本龍馬や西郷隆盛らに影響を与えた
幕臣・勝海舟について語ります。

●主催　市、河東地区コミュニティ
●日時　７月２日（土）
　▽開場＝13：30　▽実施＝14：00～16：00
●会場　河東コミセン・多目的ホール
●定員　先着80人　＊受講できない場合のみ連絡
●申込締切日　６月29日（水）
●申込必要事項　①講演会名②氏名③電話番号
　＊メールの場合は、件名に講演会名を明記
●申込先　宗像ユリックス図書館
　▽ハガキ＝〒811-3437／久原400
　＊申込締切日必着
　▽ FAX（37）2956
　▽メール tosyo@city.munakata.fukuoka.jp
　▽窓口（市民図書館全館）

今長谷照子さん講演会
「勝 海舟」

「おひさま文庫」
平成28年度 子どもの読書活動優秀団体で

文部科学大臣表彰受賞

田
野
の
依よ

り
た
け岳（

嶽
）神
社

　
依
岳
神
社
の
宮
座
に
参
加

し
、
そ
の
後
、
許
可
を
得
て
社

依岳神社の棟札調査

　子どもへの読み聞かせ活動を続け
ていることに対して、読書推進ボラ

ンティア団体「おひさま文庫」が表彰されました。これ
までの活動を振り返り、代表の野田美子さんにお話をし
てもらいました。
　「おひさま文庫」は、昭和54年、日の里に初めて公民
館ができたとき、その当時の館長から「子どもたちがた
くさん来てくれるようにしてほしい」と頼まれ、誕生し
ました。「まだ始めんでぇー」と叫びながら公民館の坂
道を駆けてくる子どもたちに、毎週火曜日の放課後に、
絵本の読み聞かせと紙芝居、本の貸し出しを７年間続け
ました。ボランティアにとっても幸せな時間でした。30年が過ぎ、子どもたちを取り巻
く環境はかなり変わりましたが、幼稚園や小学校で絵本の読み聞かせに聞き入っている
子どもたちの輝く瞳は変わりません。これからも子どもたちの笑顔を見るため、活動
を続けていきたいです。
　現在、「おひさま文庫」は、日の里東小学校で朝の読書活動での読み聞かせを
中心に活動を展開中です。

おひさま文庫代表の野田さん

■問い合わせ先　図書課　☎（34）2263

と
し
ょ
か
ん
へ

　
　
　行
こ
う

と
し
ょ
か
ん
へ

　
　
　行
こ
う

宗像市民図書館

あ
る
「
宮
座
」
関
係
の
資
料
が

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
棟
札
に

書
か
れ
た
文
字
は
、
今
は
薄
れ

て
読
め
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
が
、
昔
の
人
が
読
み
取
っ
た

棟
札
の
写
し
と
、
九
州
歴
史
資

料
館
で
の
赤
外
線
撮
影
の
結
果

を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
新
た
に

読
め
た
文
字
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
戦
国
時
代
に
こ

の
地
に
勢
力
を
ふ
る
っ
た
宗
像

大
社
の
大
宮
司
・
宗
像
氏
貞

と
、
領
内
の
神
社
造
営
の
関
係

を
知
る
こ
と
が

で
き
る
、
貴
重

な
棟
札
と
思
わ

れ
ま
す
。


